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○研究管理棟へ導入した省エネ関連設備

技術研究所では、建築・土木・環境技術に関する技術開発を進めており、耐震、材料、環境等
の様々な実験棟を備えております。2019年に研究所の省エネ改修と合わせ、研究管理棟の
Nearly ZEB化を行いました。照明、空調設備の様々な省エネ技術を組み合わせ、太陽光発電パ
ネルによる創エネを加えることで、大幅なエネルギー削減を実現しています。

＜研究管理棟のNearly ZEB化を含む事業所の省エネ改修＞

○改善の理由

本研究所は築30年を過ぎ、設備更新の時期を迎えておりました。
また研究所のエネルギーコストも高く対策が急務となっておりました。

○改善の内容

研究所の省エネ改修と合わせ、研究管理棟のNearly ZEB化を行い
ました。Nearly ZEB化の改修概要は以下の通りです。

照明は、自然採光による自動調光設備とタスクアンビエント照明方
式を採用しました。空調設備は、建物外皮断熱性能を向上させ、高効
率タイプの空調システムに置き換えました。屋上には、自家消費型の
太陽光発電システムを導入しました。さらに、余剰電力を最小化でき
るよう、負荷追従制御を導入し、余剰電力を事業所全体で消費できる
よう最適化を図っています。

これらの技術によって、研究管理棟は、改修前と比べて28%のエネ
ルギー削減を達成しました。基準一次エネルギー消費量との比較にお
いても76%の削減を実現し、Nearly ZEBの認証を取得しています。
なお、アンケート調査から建物の快適性も改修前と比べて向上してい
ることを確認しています。

○研究所概要

企業

概要
資本金 19,838百万円 従業員数 2,123名

主 要

製品名
建設構造物

事業所

概要
従業員数 45名

エネルギー関係者数
（電気関係）

2名
敷地

（建物）

23,580m2

(7,677 m2)

年間エネルギー使用量 125.5kl

○施主コメント

建物の省エネ・創エネが喫緊の社会課題となっています。様々な建
物に導入可能な省エネ技術を優先的に取り入れており、建設会社とし
てより多くのお客様に、省エネ改修を提案したいと考えています。

○改修前後データ（事業所全体の電力量による比較）

エネルギー使用量（改修後）

電気【kWh】 ガス【m3】 重油【L】

合計 420,143 0 0

一次エネルギー消費量
原油換算【kL/年】

10,840 0 0

計【kL/年】 10,840

コスト【円】 7,142,431

建設工事と併せて改修をしているため、投資回収は算出せず

エネルギー使用量（改修前）

電気【kWh】 ガス【m3】 重油【L】

合計 533,064 0 0

一次エネルギー消費量
原油換算【kL/年】

13,753 0 0

計【kL/年】 13,753

コスト【円】 9,062,088

自動制御自然換気窓 太陽光発電パネル（自家消費型）

自動調光センサ高効率照明タスク面と通路等の周辺の
照度をこまめにゾーニングし
、照度分布を最適化
・タスク照度750lx
・アンビエント照度300lx

タスク・アンビエント照明空間と高効率照明、自動調光センサ

研究管理棟のNearly ZEB化で採用した技術

室内外温度を元に、
自動開閉し通風を取る

消費電力に追従して発電




